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'標

一

 

は

極

東

に

在

办

と

指

摘

し

て

，

此

の

如

く

し

て

汎

獨

逸

\ 

同

^

は

此

*

の

政

策

を

撒

呼

し̂

.
の

で

あ

'
る

' 

■

.

.)； 

、ビ

ス

マ
ー

ク

は

獨

逸

の

極

東

發

展

に

就

：
て

何

尊

^

策

_ 

S 

す

る

所

な

炉

つ

た.が

、

-

ー

<

?

九

〇

年

彼

の

沒

落

と

共

に

 

變

化

が

«

つ

た

？

t

八

八

九

年

*

き

皇

帝

は

初

め

て

君

 

府

を

訪

問

U

、
.

九

年

後

苒

度
0

訪

闕

&

し

た

9

其

時

は

. 

ゼ

が

艾

レ

ム

及

び

ダ.マ

ス

ヵ

ス

ま

で

巡

行

じ

で

、

親

か

 

丨
■
第

卜

1

饴

(

ニ

.

九〕

.雜

.
錄
.

火

戰

前

の

獨

乙

の

政

策
ら

世

界

全

繼

の

回

敎

徒
.の

，
保

議

者

な

々

と

宣

言

し

た

"

1

ぃ

八

九

©

年

炉

ら

1

;九

〇

五

：
年

に

至

る

此

時
.»
)

は

帝

國

 

主

義

が

從

前

ょ

り

も1
:
層

隞

盛

に

赴
.き

、

獨

逸

の

植

民

 

政

策

は

其

間
^ .
多

少

®

成

功

を

收

め

た

け

れf

、

一

方

 

に

於

て

露

怫

同

盟

は.組

織

-せ

ら

れ

、

結

局

英

佛

のァ
ン
 

タ

ン

ト

0

マ

^

デ

"

ァ

^

.
を

.見

る

に

至

つ
'
た

;0
'

次

ぎ

の

時

 

期

は

露

西

®

の

敗

戦

と

隨

つ

て

歐

洲

に

於

け

る

權

カ

均

 

«

の

一

‘
時

的

攪

« L
に

侬

つ

で

生

じ

た

な

激

變

の

後

を

承

 

け

た

る

I

九

0

五

年

に

始

ま

る
0

此

時

期

に

は

一

九

〇

 

五

年

と

同

1
1

年

の

4
 

. ロ

ッ

コ

間

題

及

び

、

一

九

〇

八

年

 

と

同

1

S

年

の

a

爾

幹

の

. ^
機

が

發

生

し

た

。

多

大

の
. 

紛

#

を

惹

起

し

て

今

尙

全

然

落

着

し

た

と

は

見

る

を

#

 

.
か

る

、

阿

弗

利

加

に

關

し

体

る

獅

佛

の

係

^

間

®

に

就

 

て

、
' 

著

煮

比

他

の

論
#

に

比

^ :
て

バ

層

佛

蘭

西

に

犮

姻

 

し

で

居

：
る‘9

然

じ

西

部

地

中

海

が

獨

逸

に

取

つ

て

如

何

 

.
1 ;
宽

大

で

ぁ

.
つ

で

1

1

羅

寛

最

も

主

耍

の

事

柄

で

は

な

f e
'

.

o
r s
に

：
せ

ょ

、

'
' 彼

は

.

I
:

九

 

一

九

一

四

年

の

■

.
0

.

S
 

一

一

九

'

,



雜T
ー

卷

C
1

ニ
〇〕

• 

0

錄
_

火
戦
前
の
獨
乙
の
政
策

巴
^

#
問
題
0;
_際
拉
於
:»
る
が
如
ズ
此
間
題
の
爲
最
後 

通
牒
を
送
ら
な
か
や
た
。
.
獨
f

强
.の
ぼ
的
は
、
寧
が 

他
に
狂
つ‘た
の
で
あ
%

0
く

モ

ロ

？

コ

に

於

け

る

猥

物

は

.副

產

物

(:
過

ぎ

な

か

 

つ

た

で

あ

ら

ぅO

ァ

\
ゼ

チ

ラ

ス
"

事

件

及

び

ァ

ガ. 

.
テ

ィ

ル

事

件

に

於

け

る

獨

逸

の

態

度

は

舉

竟

是

等

の

一

 

事

件

が

第

二

位

の

問

題

で

あ

杏

た

它

と

を

示

し

て

居

\ 

る

0

然

も

巴

爾

幹

及

び

土

！

4

古

帝

國

に

關

し

て

兩

强

\

 

は

常

に

必

要

に

應

じ

て

戦

邻

す

可

く

决

心

し

て

@

た

一

 

•
の

で

あ

る

？

 

.

. 

•

: 

(

著

者

は

佛

齡

に

加

る

獨

逸

の

攻

撃

'を

：
以

.て

、

單

.に

兩

.

一 

强

を

破

つ

て

は

じ

め

て

遂

行

す

る

を

得

べ

き

眞

面

.
の

目

\V

f K
、
を

掩

蔽

せ

む

と

す

る

豫

備
0 -
手

段

'で

あ

‘
'る

A
J

信

じ

て

一

 

居

る

0

然

し

一

度

び

其

東

西

の

境

界

女

妥

固

な

&

し

め

 

む

か

、

獨

逸

は

何

等

の

障
»

な

く

非

常

；

4

資

歡

_を

曾

.加

 

し

國

威

を

發

揚

せ

し

め

て

近

東

並

び

に

中

衆

を

支

■
配

す

 

可

，
く

 T

結

局

世

界

的

带

國

の

，
建

設

.
に

對

し

._
で

大

英

國

と

m

I
 
號

〇

賴

權

を

爭

$

こ

^

J

^

出

.

や

5

 

J

O

.

.
雜

論

に

於

て

.,
：

'

觸

逸

の

#

學

的

思

考

及

び

敎

訓

が

现

 

在

獨

逸

人

の

間

：
に

最

も

有

力

な

り

と

信

ぜ

ら

る

、

所

‘
の

思
想
を
發
展
せ
し
め
た
な
次
第
を
ば
是
迄
の
諸
書
に
見 

.ざ
る

程

舊

め

で

巧

ぐ

前

,

に

說

述

し

て

居

，る
？

ブ
ロ
セ 

ロ
氏
W
;ミ
ジ
タ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
る
.、
政
治
的
組
織
並
び 

に

政

治

的

思

考

の

制

度

が

獨

逸

文

學

の

一

.一
大
偉
人

—

 

^
ン
ト
と
ゲ
ゴ
ア
一

―

に

淵
.源

せ

信

じ

.て

居

る

。

力

ン

ト

の

敎

へ

た

る

義

務

ふ

云

ふ

こ

と

、

、

ゲ

/

が

敎

 

へ

且

實

行

し

た
.る

自

家

修

養

と

云

ふ

こ

と

は

別

々

に

晷

 

つ

た

、
る

進

展

を

遂

げ

て

、

' 而

.
か

も

多

大

の

變

化

を

受

け

 

た

の

で

あ

：
る.

.が

、

遂

に

今H
I

碰

行

す

'̂
ミ

リ

タ

タ

ズ

ム. 

な

る

も

®'
に

化

合

し

た

の

で

あ

る
o

力

_

x
ト

は

道

德

の

法

則

：
は

服

従

す

る

の

絕

對

的

 

を

敎

べ

g

で

め

る

が

>

:

.

「

度

び

承

認

.
せ

ら

れ

た

る

義

 

務

は

.
所

謂

無

上

命

令」

.

o
d

t
e

.
^

r
r

c
a

l

 

i
m

p
e

r
a

t
i

v
e

で

ぁ

 

る

。

獅

逸

人

の

心.に

於

け

各

此

義

務

の

思

想

は

.
力

ン

ト

の
偷
理
®

の
重
も
な
る
姑
架
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
.ナ 

ポ
レ
ォ
ン
の
1|
^

か
4

脫
却
し
^
る̂

謂
'0

由
®

^

^
 

'義
務
と
云i

槪
念
に
特
別
の
意
味
を
與
へ
た
中
に.も
"

國

家

に

對
t

る
：義
務
に
最
も
重
き
を
置
い
た
の
で
あ 

る
。

此
傾
向
は
獻
身
と
公
民
の
義
務
を
敎
へ
た
る
フ
ィ

5 

フ
テ
に
’侬
つ
て
助
長
せ
ら
れ’

彼
に
取
つ
て
國
家
は
人\ 

民
の
意

志

.

を
具

體

化
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
行
政
府
一 

の
命
令
は
必
中
服
從
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら.ぬ
の
で
あ
つ
w 

た。
アグントやキョ

,

ネ\

は
激
越
な
る
筆
法
を
用\ 

ひ
て
以
上
の
理
論
を
說
述
し
た
の
で
あ
る
が'、
H

ら
{.
;

i 

此
哲
學
的
思
想
は
國
家
が
精
神
の
成
果
なる
こ

と
を
敎
一 

.
へ
た
へH

グ
ル
に
依
つて
，一

層
の
進
厫
を
遂
げ
、
遂

に\. 

之

を

し
.T

檢
ど
神
的
の
も
0'

に
»

ぎ
‘上
げ
た
の
で

か

j 

る
o

幾
も
な
く
し
て
.ク
ラ
ク
ゼ
ゥ
ィ
ッ
ツ
ル#.
市

民

の

軍
- 

隊
に
仕
る
義
務
を
力
說
し
た
の
で
あ
る
が
、

ト
ラ 

ィ
チ
ヶ
は
0

家
が
軍
隊
を
以
て
最
高
め
暴
現
と
し
、
.戦 

爭

を

以

て

最
大
の
#
務

i

t,
る

、：

办
( ;

®
い

：
た

、

：

强

く' 

擎

5
 

c

r

r

o
雜
' 

錄

大

戦

'前
0
獨
厶
0
政
策
：

し

て

半

神

的

な

各

實

膦

で

あ

：
る

'
こ

.
と

を

敎

へf e
o
 

"最

後
 

に

カ

は

權

利

で

あ

る

.
而

し
.
.て
.
成

功

は
.
正

邪

を

决

«

す

る
 

と

宣

言

し

だ.
、

ト

ラ

ィ

チ

グ

に

比

し

て

一

層

生

8 !
-

の

說
 

を

鼓

吹

し

た

：
る

T

A t

ン
’

パ

丨

デ

-
や

多

數

の

論

者

が

輩
 

出

し

た

の

〗

で

あ

る
o

ぃ

：

'■

.

.第
r
lの
思
潮
は
是
れ
亦
義
務
の
範
圍
に
迄
高
上
せ
ら 

れ
た
る
ゲV,

テ
：の
自
家
修
養
てふ
敎

11
に
®
出
し
て
居 

る
。
此
思
潮
は
.、
自
己
及
び
.自
識

.を

含

む

だ

る

意

志

を 

以
て
根
本
原
理
と
す
る,'
'ゾ
？
ペ
ン
パ
7
1に
依
つ
て1 

層
進
展
し
た
9
&家
修
養
i

力
の
支
配
-
0云
ふ
摁
想 

は
^
1
?於

;0
:進
化
.説
と

結

合

し

て

、
兹
に
一
一
ィ
チ
エ 

の
趑
人
論
が
生
^
出
た
の
で
が
る
。
超
人
と
云
ふ
の
は
、 

努
め
て
自
か
ら
修
養
し
自
か
ら
克
已
し
て
自
己
を
其
儕 

輩
ょ
り
も
優
越
0
地
位
に
上
げ
る
、
即
ち
最
初
は
鑛
ぎ 

自
己
に
對
し
て
後
に
は»
»八
に
對
し
て
不
if
に
®

 ̂

す
る
の
戕
態
に
f

人

の

障

で

あ.る..0
|
^
^
*

利
で
：.あ 

る
、
强
い
人
は
其
0
欲
す
る

如
く
他
を
支
m
t
る
こ
と

第
^
魏

■'
■

1 

ニ
4

 ̂

t 
ij. 

J
l
r 

J 

- 

,

4
:

-̂
-
ハ

：
 

 ̂

J
—

i 

i

>

t

1

^5

 

.
ミ 

«

f
f
t
i
u
y
f
:
,
-

f
/
J
l
) 
tf 
J
i
i 

»
< 

I
J 

J

v

f

f

l

t

r

.

r
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«
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I 

X
I
,
J
w 
t 

?
v
_
>
v 

i 
/
ticr̂
uti 

t 

v
f 

w
a
i
f
、

ハ 

i
(

v

c.

第

十1.
怨

(
1

一
三)

.

雜
'
 
.
錄
：

火
戦
前
0

獨

乙

の

.政

策

も
出
來
れ
ば> 
隨
ク
で
又
之
を
支
酿
す
可
、
で
あ
を

JO.

此
の
如
6

し
て
以
卫
の
.ニ
.個
の
思
潮
は
相
合
し
て1 

つ
に
なQ

た
0

苦
し
掘
い
人
が
支
配
し
得
る
な
も
ぱ
、

强
い
國
家
4

亦
支
配
し
--
#

る
0

フ
•
-フ
7-
は
獨
逸
人
に 

向

つ

て

彼

等

が

選

民

.で

あ

る

一

J

と
を
說
い
.た
の
であ
：る

一 

が
、
久
し
く
陬
辄
せ
ら
れ
て
居
た
此
思■

は
ゴ
ビ
ノ
ー

一
 

.の
著
書
や
其
後
の
ヲ
f

マ
ン
，
や
チ
ャ
A

ィ
•
レ
1

ン
の 

嗷
說
に
依
つ
て
勢̂.
#

て
、
0
 

D

獨
逸
人
は
正
直
に
彼 

等
が
®

ば
れ
た
人
芪
で
!>
'

つ

て

"

獨

逸

は

世

界

を

支

酿
 

す
る
運
命
を
有
つ
た
而
し
て
爾
か
す
る
の
實
カ
あ
る
超 

國
家
で
あ
る
：：と
の
信
念
を
懷C

に
茧
つ
た
の
で
あ
る
。 

『

ド

ム

タ

エ

，
夫
人
日
く
"

「

佌
の
國
民
は
沈
思
に
傲
つ 

て
iw
a

l c

な
る
け
れ
ど
も
、
"
獨
逸
上
は却

づ
て
.熱
狂
す 

る」

と
。

此
く
の
如
く
し
て
獨
.逸
人
は
戦
爭
の
準
備
を 

し
た
の
で
あ
る』

o

德
し
著
者
は
必f

し
も
今
回
の
大 

戰
破
裂
を
以
で
V 

.專
ら
哲
學
者
や
夢
想
家
の
敎
訓.に
®
 

し
や
う
と
す
る
潘
で
は
な
いo

第1

摅

1 
ニ
^

フ.
1

フ
.
-ン
、ソナ
ャ
次
守

I

0

經
濟

今

誠

雛

*

R

o:scher> I
n
g
r
a
m

其
他
，の.經
濟
學
史
家
の
！

1

へ
る

が
如
、

—

-

^

^

の
前
過
半
は
經
濟
思
想
界
に
於 

げ
.

振
©
轉

な

!)
'
!..
'o'
，
殊
に
瘘
慘
た
る
色
彩
を

以
て
路
易
.十
四
世
末
年
の
怫
國
經
濟
狀
態
を
描
出
せ
る 

Pierre 

le 

B
e
s
i
n
t

Die 

B
o
i
s
g

g;
H
ft
>
.
b
.
n>
-
r
t

 

が
其
箸
の
出
版 

に
累
せ
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